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202３年は日本とベトナムの外交関係樹立50周年記念

1973年に外交関係樹立、現在は戦略的パートナシップの位置づけで連携しています。
 1973年9月21日、日本とベトナムの外交関係が樹立され、日本はベトナムの経済発展に応じて様々な分野で支援を
行ってきました。現在は「アジアにおける平和と繁栄のための広範な戦略的パートナーシップ」の下、政治、経済、安全保
障、文化・人的交流など幅広い分野で連携しています。

 2023年9月21日は外交関係樹立50周年となり、文化、芸術、スポーツ、教育、観光、経済、科学等の幅広い分野
において、日本、ベトナムの様々な地域、企業などで記念事業などが予定されています。

日本とベトナムの関係は8世紀の遣唐使船から始まり、16～17世紀には日本人町が栄えたといわれています。
 日本とベトナムの関係は、8世紀に難破した遣唐使船の漂着に始まり、16～17世紀には御朱印船で交易した日本の
貿易商人たちの日本人町（ベトナム中部のホイアン）に1,000人以上が住んで日本人町が栄えたといわれます。

ベトナムの今を知る、略史の振り返り

※写真はイメージです。
※上記は、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。ご留意事項を必ずお読みください。
出所：外務省ほか各種資料をもとに明治安田アセットマネジメント作成

ベトナムの国花：ハス

16～17世紀に日本人により建設されたといわ
れる「日本橋」（史跡）は、日本とベトナムの
友好のシンボルとされています。
老朽化が深刻となり、ホイアン市は、日本とベト
ナムの外交関係樹立50年となる2023年中の
修復作業完了を目指しています。

ホイアンの「日本橋」

年月 略史
紀元前207年 南越国の成立
938年 呉権（ゴー・クエン）が南漢軍を破り中国から独立

16世紀 ホイアンの日本人町が栄える
1945年9月2日 ベトナム共産党ホーチミン主席「ベトナム民主共和国」独立宣言

1970年代：近代化と経済成長の促進
1973年9月21日 日本と外交関係樹立
1976年7月 南北統一、ベトナム社会主義共和国に改称

1980年代：ドイモイ政策により市場経済化と対外開放を推進
1986年 ドイモイ（刷新）政策が打ち出される

1990年代：外国からの直接投資拡大し所得水準が向上
1991年10月 カンボジア和平パリ協定
1992年11月 日本の対ベトナム援助再開
1995年7月 アメリカとの国交正常化
1995年7月 ASEAN（東南アジア諸国連合）正式加盟
1998年11月 APEC（アジア太平洋経済協力）正式参加

2000年代：工業化推進による国民所得の水準向上
2007年1月 WTO（世界貿易機関）正式加盟
2008年～2009年 国連安保理非常任理事国（初選出）

2010年代～：工業国化により持続的成長軌道へ
2010年 ASEAN議長国
2014年～2016年 国連人権委員会理事国
2017年 APEC議長国
2020年 ASEAN議長国
2020年～2021年 国連安保理非常任理事国

年月 ベトナムの略史
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